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IoT事業本部は、シャープの要でもある商品部門を支え

るセグメントのひとつに位置づけられる。ここに属するクラウド

ソリューション事業部　インフラサービス部のメンバーは、

2016年に本社・堺事業所へ拠点を移し、国内外のシステム管

理と社内のIT推進をミッションとして業務を行っている。24間

稼働を続ける社内システムはビジネスの基盤でもあるため、

専門のスキルを持つ外部のサービスに運用を委託していた。

しかし、2018年夏に転機が訪れる。

統合SAP基盤のOSであるWindows Server 2008が2020

年1月にサポート終了を迎えるため、新基盤を構築する

ことになったのだ。そしてこのタイミングで下されたの

が「データセンターの内製化」という新たなミッション

だった。システムを安全かつ安定した状態で維持するた

め「外部」に置かれていたデータセンターを「内部」で構

築・運用し、シャープ社内にITのプロフェッショナルを育成

するというその方針に、「ノウハウがほとんどない状態か

らのスタートでした」と当時の驚きを語ったのはインフ

ラサービス部　部長の伊藤　武司氏だ。

「24時間365日の安定稼働にかかる継続的な運用費は

決して安価ではありません。内製化がコスト削減につな

がるということは理解していましたが、それまでほとんど

を委託していたため社内にスキルのある人間もおらず、

とにかく右も左も分からないという状況でしたね」（伊藤

氏）。

新たな統合SAP基盤については様々なメーカーやベン

ダーから提案があったという。「語弊があるかもしれませ

んが、ノックスからの提案はかなり「挑戦的」でした」と伊

藤氏が語るのには理由がある。一般的にシステム基盤と

して実績が多いのは3Tierと呼ばれるサーバ・ストレージ・

ネットワークの構成だ。それぞれ製品を組み合わせて構

築する「レガシーシステム」とも呼ばれ、多くの企業に採

用されているという安心感がある。しかし運用には専門

製品知識が必要で、またそれぞれの互換性を考慮しつ

つ運用しなければならない。もちろん、近年導入の進ん

でいるHCI（ハイパーコンバージドインフラストラクチャー）

製品も検討に挙がった。必要な機能や要素が全て含ま

れているため短期間で導入できる上、運用にもそこまで

深いスキルを必要としない。しかしその半面、ユーザーの

環境によっては日々のメンテナンスやバージョンアップに想

定外の負荷がかかる、拡張時の柔軟性に欠けるといった

「安定」と「挑戦」

「外部」から「内部」へ

シャープ株式会社（以下、シャープ）は大阪府堺市に本社を置く電機メーカーであり、「誠意と
創意」を経営信条に掲げる日本有数の大手企業である。1912年の創業以来、世の中や人々の
暮らしの技術革新に貢献するだけでなく、幅広い世代とそれぞれの時代に寄り添った製品を
独自の創造力で生み出してきた。常に先進的な試みを続けるシャープは、変化を求められる
情報化社会にどのように対応しているのだろうか。

シャープ株式会社様
変化を恐れない。チャレンジを続けるシャープが選んだのは
限界を持たない次世代コンバージドストレージ「Datrium DVX」
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70万経路を超えてなお増え続けるIPv4フルルートに対応すべく
朝日ネットが選んだ次世代スイッチ「Arista 7280R」
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1 9 9 0 年の設 立 以 来、「つなぐをつくる、つなぐをささえる。」をコンセプトに成 長を続 ける
株 式 会 社 朝 日ネット（以 下、朝 日ネット）は、会 員 数 6 1 万（2 0 1 8 年 1 2 月 時 点）というイン
ターネット・サービス・プロバイダ（I S P）事 業「A S A H Iネット」のサービスを拡 大すると共
に、V N E（V i r t u a l  N et w o r k  E n a b l e r）事 業 者としてもビジネスを展 開している。

株式会社朝日ネット
情報技術を活用し、人と人との交流の価値を

高めること。そして社会の発展に貢献すること

を理念にISP事業を始めとするインターネット

接続事業を展開している。

VNE事業を支える
確かなISPネットワーク基盤に
必要な条件とは

高い品質と安定性を誇るISPとして高い顧客満足度
を誇る朝日ネットのインターネット事業を支えている
のがネットワーク部の運用するISPネットワーク基盤
だ。
ネットワーク部の辰巳　智氏は「決して人数が多いわ
けではないですが、データセンターのファシリティと電
力、ラック、ネットワークの保守と運用をメンバーで分
担して行っています」と語る。ビジネスの柱となるISP
事業、VNE事業はもちろんのこと、教育支援サービス

「manaba（マナバ）」やカメラソリューション「AiSTRIX
（アイストリクス）」といったサービスについても高品質

かつ安定した稼働をミッションとするネットワーク部
は、各ISP業者との相互接続のための新たな大規模
ネットワークを構築することになる。

朝日ネットがビジネスの柱の一つと位置付ける「VNE
事業」は、NTT東西のNGN網とネイティブ方式のIPv6
相互接続ネットワークを構築し、IPv6によるインター
ネット接続サービスを運営する事業だ。ネイティブ方

式はIPoE（IP over Ethernet）方式とも呼ばれ、これま
で一般的だったPPPoE（Point-to-Point Protocol over 
Ethernet）方式に比べて帯域幅が広く、データ容量も
通信速度も向上するため、より高い品質のインター
ネット接続を提供できる。そのため、ここ数年でネイティブ
方式によるIPv6接続サービスは、徐々にその普及
率を伸 ばしているのだ。朝日ネットは、ISP「ASAHI
ネット会員」へのIPv6接続サービスを2017年から開
始し、2019年現在はISP事業者や電気通信事業者な
ど他業者へローミング提供も開始している。
大規模なネットワークの構築を自社で行うことが前
提とされるため、日本でもまだ数少ないVNE事業者
だが、その基盤となるネットワーク機器はどのように
選定されるのだろうか？

「前提条件は、ポート数と筐体サイズです」辰巳氏は
続ける。「その上で、インターネットの接続用として
IPv4フルルートで70万経路（2019年3月現在）、それ
以上になっても性能的に余裕がある製品であること
が必要でした。もちろん、ネットワーク機器としての安
定性も要求されます」
物理的にも機能的にも高い水準が求められる中、
厳しい条件をクリアしたのがArista 　Networks社の

「7280R」だった。
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課題があることも知られるようになってきた。

そういった複数の提案の中でノックスから提示さ

れた「挑戦的」な構成が、次世代ハイパーコンバー

ジドストレージとしてDatrium社が開発した

「Datrium DVX」を中心としたシステムだった。

 

堺事業所のSAP基盤は日本と東アジア、中国の3

つの領域をカバーしている。北米やヨーロッパな

どのシステムとも連携し24時間動き続けるビジ

ネスの基盤に、なぜDatrium DVXが選ばれたの

だろうか？

インフラサービス部の持原　伸哉氏は「Datrium

はアーキテクチャ―がシンプルな上に将来的な

増強もしやすいと感じました」と語る。Datrium 

DVXはストレージセントリック処理をサーバ側に

移管させることで、ストレージコントローラネック

の問題を回避させ、高速性とスケーラビリティを

実現することをコンセプトとしている。ストレージ

コントローラ処理をサーバ側に移管させることで

サーバ内蔵のSSDを有効利用できるのもポイン

トだ。

「確かに市場においてもまだ新しい製品です

が、私達自身も新たな技術を習得しなければな

らないと感じていました。構成するサーバ製品に

メーカーやモデルの縛りがないという柔軟性もコ

ストダウンにつながります。しかし何より、パフォー

マンスが高かったことが決定的でした」（持原氏）。

2019年5月のシステム移行に備えて検証を進める

中で、「あくまでテスト環境での数字にはなります

が…」と前置きしDatriumの性能について話すの

は同部の藤田　孝氏だ。「現行システムと比べる

と、バッチ処理の速度が1.5倍ほどになっているん

です。チューンナップしたハイエンドモデルと比較

して、まさかここまでの結果が出るとは驚きでし

た」。

SAPシステムランドスケープ（業務を効率的かつ安

定的に運用するため「テスト」「開発」「移行検証」

「本番」といった複数の SAP システムから構成さ

れるライフサイクル）においては何度もデータを

移行し検証を行う必要がある。従来の基盤では

大量のデータをOSーOS間で移送する必要があ

り、検証を実施するための事前準備に数日か

かっていたという。

「Datriumはコマンドを打つと数分で、まさに瞬

時に終わってしまうんです。かなりの頻度でデー

タコピーが発生する環境で工程や時間をここま

で短縮できると、開発メンバーの負荷が大幅に

軽減できます。運用や開発のオペレーションが変

わってリソースを有効活用できるので、結果的に

先々のサービス拡充につなげられると思ってい

ます」（藤田氏）。

画期的ともいえるDatriumのコンセプトだが、新し

さゆえに国内のナレッジもまだ少ない。

しかしそれが決して弱点にならないのは、製品の

性能や柔軟性だけでなく、Datriumを選んだユー

ザーの前向きな姿勢があるからかもしれない。

「色々なところからアドバイスをもらって進めて

いますが、知識だけでなく設備も経験もまだま

だです。万が一トラブルが起こっても今はノックス

のサポートに頼るしかありません。提案段階から

とにかくレスポンスが早いので信頼していますが、

いずれは自分達で解決できるようになりたいで

すね」（伊藤氏）。

これから段階的に中国や東アジアのシステムを移

行し、将来的にはBCP（事業継続計画）も含め自社

で構築・運用していく予定だという。インフラサービ

ス部の挑戦は、まだ始まったばかりだ。

新たな成長から生まれるオリジナリティ
バッチ処理速度1.5倍、
データ移行時間数分という
驚きのパフォーマンス
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コントローラコントローラ

将来性を考慮して初期投資が高額に

運用管理にストレージの専門知識が必要

機能多用でストレージコントローラがボトルネックに

専門性の高いLUN単位のオペレーションで
VM単位の運用は困難

VM増加でトラフィック増、ネットワークの遅延リスク大

サーバを増設しても性能は上がらない

サーバリソースの随時追加で性能UP

vSphere web Clientが使えればOK

サーバリソースの有効利用で機能UP

VM単位のSnapshot/Cloneで
運用効率UP

重複排除・圧縮でネットワーク負荷を最適化

サーバ増設でストレージ性能UP
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コピー作業

3時間

1週間

3時間

ネットワークを
経由した
コピー作業

作業日程
調整

＜検証環境へのデータコピー所要時間の変化＞

株式会社朝日ネット

〒104-0061
東京都中央区銀座 4-12-15 歌舞伎座タワー21階  
TEL ： 03-3541-1900    FAX ： 03-3541-5631
URL ： https://asahi-net.co.jp/

Arista Networks社は、データセンターや仮想
化 、クラ ウド と いっ た 環 境 に 特 化 し た
10G/40G/100Gスイッチを中心に展開する
次世代スイッチメーカーだ。従来から汎用シ
リコンを使ったスイッチング製品には定評が
あったAristaだが、近年の汎用シリコンの進
化により、専用ASICを搭載したルータと比べ
ても遜色のないスペックを実現できるように
なったことで、国内外で大きくシェアを伸ば
している注目のベンダーだ。

「実は、Aristaのスイッチはサーバ・ネットワーク
環境で以前から使っていたんです。約2年半の
間ハードウェア障害を含むトラブルが全くな
かったということで、Arista製品の安定性は
実証済みでした」とネットワーク部の髙木　
萌氏は語る。
VNE事業を支えるISPネットワーク基盤にお
いて求められる性能とは、まずは70万を超え
るIPv4フルルートにも余裕を持って対応でき
ることだった。「ルーティングの負荷が高い環
境であっても、十分に耐えられる性能を備え
た製品だと思っていました。もちろん大手の
ルータ・スイッチベンダーを含む複数の候補
がありましたし、検討もしましたが、ルーティ
ング性 能・安 定 性・コストを考 慮した 時 、
Aristaに匹敵するものが他になかったんです」

（辰巳氏）。
そうした性能面はもちろんのこと、1Uの筺体
としてポート密度が高いため、回線の集約率
やネットワークの拡張性という点でも評価が
高かった。現在導入されるネットワーク機器
は100Gに対応した製品が増えているが、将
来的には400Gという世界もすでに見え始め
ている。Aristaが示す明確なロードマップや積
極的な情報発信、市場のニーズに合わせた
新たな製品の投入といったメーカーの姿勢
も社内で評価されたという。
Aristaを導入する中で非常に大きかった点と

しては、標準的なコマンドライン（CLI）で設定
および運用ができることだったと語る髙木氏。
なんと新卒入社でネットワーク部に配属され
て、まだ1年に満たないというから驚きだ。確
かに、製品独自の設定や操作方法を習得す
る必要がほとんどないということは、導入の
リードタイムを短縮できるだけでなく、機器
運用の属人化を避けられるというメリットが
あるが、Aristaの管理者にネットワーク機器
の運用経験が必ずしも求められないというこ
とを強く裏付けるエピソードである。

「設定の内容に応じて、柔軟にコンフィグ投入
のモードを選択できたり、Linuxのシェルが用
意されていることでtcpdumpによるデバッグ
が容易に可能だったりと、やりたいことに対し
て柔軟に対応してくれる印象で、運用の負荷が
ほとんどありません。それにデータセンターで
の機器設置や移設、交換といった作業の際に
も、工具なしで簡単に設置できるマウントレー
ルはよく考えてあるなと思いました。一人でも
簡単に素早く作業できるので、構築の現場を知
る人にはとても評判が良いんです」（髙木氏）。

今回、製品としてはすでにノウハウのあった
Aristaで決定したが、販社の選定については

「一次代理店であること」が条件だったという。
ISPネットワーク基盤への導入作業から運用、
障害対応までをすべて自社で行うため、信頼
できる技術力に加えてメーカーとの強いつな
がりを持つパートナーが必要だからだ。そこ
でノックスを選択した理由を辰巳氏はこう説
明する。

「以前、ネットワークプロトコルに関する脆弱
性が問題になったことがあったのですが、すぐ
にノックスさんからアナウンスがあり、非常に
対応が早いなと感じました。Aristaの導入が
決まった後も、こちらが面倒くさいだろうなと
思うくらい細かい質問や懸念点について、丁
寧なだけでなく、とても素早く対応していた
だいています。欲を言えば、もっと多くのユー
ザーがAristaを使えるよう、Aristaに関する勉
強会や初めて導入するユーザー向けの設定
ガイドなど、どんどん情報発信してほしいです
ね」そこにあるのはArsita製品への期待だけ
ではない。ネットワークエンジニアとして今求
められているネットワークの安定運用という
要求に応えるだけでなく、いずれやってくる
400Gという世界に目を向けてネットワーク部
はチャレンジを続けているのだ。新しいコミュ
ニケーションの形を追求し続ける朝日ネット
は、確かな技術と信頼性に基づいた機動力を
武器に、新たなサービスをスタートさせた。


